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1. はじめに 

 千葉県沿岸部は，大きな地震に伴い発生する津

波の被害を受けてきた．さらに，今後は海溝型地

震等による甚大な津波被害が想定されている． 

そこで本研究では，千葉県沿岸部における津波

ハザードマップの作成を行い，災害予測上の問題

点について検討した． 

2. 対象地域 

 対象地域は，千葉県の北東部に位置する銚子市

とした．先端部には北側に銚子漁港，南側に名洗

港が存在する． 

3. 浸水予測手法 

本研究では，津波による越流量を算出しその分

の流量が背後地にそのまま湛水すると仮定する

レベル湛水法を使用する． 

レベル湛水法では，湛水した総水量である湛水

量を用いて浸水予測を行う．その湛水量を算定す

るため，津波の場合には単位時間あたりの水量で

ある越流量が必要となる． 

越流量の算定では，津波の時間的な変化を考慮

する必要があるため，本研究では図-2に示す津波

波形の時系列変化モデルを用いた． 

 

 越流量の算出には，本間による完全越流の式

(1)を用いた． 

( )11 g2350 HHq ×= .      (1) 

ここに，q:越流量，H1:天端高を基準とした水位，

g:重力加速度 

式(1)より求めた越流量に，経過時間，対象海

岸幅を考慮して∆tごとの総越流量を求め，その経

過時間の総和を湛水量とし式(2)より求めた． 

( )∑ ×∆×= ltq湛水量     (2) 

ここに，∆t:経過時間，l:対象海岸幅 

図-1 対象地域 

求めた湛水量を標高値と対象地域の面積で割

り，浸水時の水位である湛水位を算出した． 

 
図-2 津波波形の時間変化モデル図 

4. 計算条件 

 レベル湛水法で想定する津波条件を表-1に，越

流量の算出に用いる計算条件を表-2,3に示す． 

表-1 津波条件 

想定津波 三陸沖地震 

発生年度 1896年 

マグニチュード(M) 8.5 

最大津波高さ(m) 7.9 
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5. 地図画像作成手法 

地図の基本データは数値地図 25000を，地図画

像作成ソフトにはマプコン社の KaleidoMapper を

用いた． 

災害時避難場所は銚子市が発表している箇所

を円により示した．４)

バッファーゾーンは浸水地域ではないが避難

が必要な地域であり，想定津波の最高津波高と同

等の地盤高まで浸水するとし 8mと設定した． 

浸水地域は 1mごとに色分けを行った．また，

浸水の目安として首藤の方法５)を用いて設定した.

首藤による浸水地域の区分を表-4に示す． 

6. 浸水予測結果 

浸水予測により算出した湛水量および湛水位

を表-5に示した．この結果をもとにハザードマッ

プの作成を行った． 

7. ハザードマップ作成結果 

 図-3に作成したハザードマップを示す． 

利根川接岸部は 1m 未満の浸水が多いが，上流

に向かうほど浸水位は高く 3m 以上の浸水もある

ことがわかる．名洗港は 3m 以上浸水し，周辺も

2～3m浸水することがわかる．銚子漁港は西部が

1～2m，東部は 3m 以上浸水することがわかる．

また，1m 未満の銚子漁港周辺の内陸部でも一部

浸水地域があるとともに，銚子市先端部の海岸も

浸水が予想される． 

円で示した避難場所については，銚子市の先端

部に多く存在しており，他の地域ではまばらに存

在している． 

このことから，利根川接岸部は浸水地域に対す

る避難場所の数が少なく，人的被害が多くなるの

ではないかと考えられる．銚子漁港周辺は内陸部

まで浸水するが避難場所が多いので建物被害が

多くなるのではないかと考えられる． 

8. まとめ 

本研究は，千葉県銚子市で津波災害が発生した

場合の災害対策となるハザードマップの作成を

行った．その結果利根川接岸部および銚子先端部

の漁港付近で浸水が起きると推定された． 
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表-2 計算条件(1) 

経過時間(s) 
項目 

106 212 318 424 530

水位(m) 3.84 5.87 7.90 5.87 3.84

天端高(m) 4.87 

H1 (m) -1.03 1.00 3.03 1.00 -1.03

 
図-3 津波ハザードマップ 表-3 計算条件(2) 

∆t (s) 106 

l(km) 2.23 

表-4 浸水地域の区分 

浸水深(H) 
被害区分 

木造建物 非木造建物

床上(全壊) 2.0m≦H - 

床上(半壊) 1.0m≦H＜2.0m - 

床上(軽微) 0.5m≦H＜1.0m 0.5m≦H 

床下浸水 H＜0.5m H＜0.5m 

表-5 湛水量と湛水位 

湛水量(m3) 2.7×107

湛水位(m) 3.4 
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